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現
代
に
生
か
す
彼
岸
の
意
義

　
三
月
号

発
行
所

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
申
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
顧
寺
内
）

電
話
姻
㏄
摯
軌

振
替
東
京
三
七
六
〇
〇

発
行
人
阿
部
竜
伝

編
集
者
伊
東
堅
純

印
州
刷
所
ル
ソ
ピ
色
恋

　
あ
つ
い
、
寒
い
も
彼
岸
ま
で
、
と
ゆ

う
言
葉
が
あ
る
が
、
人
来
り
又
去
っ
て

天
た
が
わ
ず
で
、
季
節
の
移
り
か
わ
り

は
洵
に
正
直
で
あ
り
ま
す
。

　
い
ま
は
、
彼
岸
の
言
葉
す
ら
知
ら
な

い
人
も
あ
っ
て
、
国
民
の
祝
日
た
る
、

春
分
の
日
、
秋
分
の
日
と
し
て
の
み
制

定
さ
れ
て
は
い
て
も
、
こ
の
日
を
中
日

と
し
て
前
三
日
、
後
三
日
の
一
週
間
は

「
お
彼
岸
」
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は

な
い
の
で
す
。

　
春
分
の
日
は
「
自
然
を
た
た
え
、
生

物
を
い
つ
く
し
む
」
国
民
の
祝
日
と
し

て
、
又
秋
分
の
日
は
「
祖
先
を
う
や
ま

い
、
な
く
な
っ
た
人
々
を
し
の
ぶ
」
日

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
を
、

あ
わ
せ
持
つ
の
が
本
当
の
よ
う
で
す
。

　
野
も
草
も
木
も

　
人
も
け
も
の
も
鳥
も
、
寒
い
冬
の
中

に
、
苦
し
さ
や
悲
し
さ
、
つ
め
た
さ
に

耐
え
て
、
や
が
て
来
る
春
を
ま
つ
の
で

す
。　
じ
め
じ
め
し
た
梅
雨
、
息
苦
し
い
ま

で
の
、
う
っ
と
う
し
さ
、
暑
い
苦
し
い

夏
の
炎
天
の
下
で
、
か
わ
き
に
耐
え
て

　
や
が
て
、
さ
わ
や
か
な
秋
の
訪
れ
を

待
つ
の
で
す
。

　
彼
岸
と
は
「
か
な
た
の
岸
」
と
書
き

ま
す
が
彼
の
岸
が
あ
れ
ば
「
こ
な
た
の

岸
」
が
あ
る
に
違
い
な
い
の
で
す
、
人

の
く
ら
し
を
「
世
渡
り
す
る
」
と
い
い

ま
す
か
ら
、
此
岸
か
ら
彼
岸
へ
と
渡
る

長
い
道
中
と
も
い
い
ま
す
。
実
に
わ
た

く
し
共
は
永
い
永
い
道
中
を
旅
す
る
重

い
荷
を
負
っ
た
、
旅
人
で
も
あ
り
ま
し

ょ
う
。

　
又
「
こ
の
世
」
が
あ
れ
ば
「
あ
の
世

」
も
あ
る
は
ず
で
す
し
、
子
の
な
い
人

が
あ
っ
て
も
親
の
無
い
人
は
な
い
の
で

す
か
ら
い
ま
私
共
が
在
る
こ
と
は
「
生

れ
、
は
ぐ
く
ま
れ
、
い
つ
く
し
ま
れ
た

」
こ
と
へ
の
感
謝
が
あ
る
の
で
す
。

　
人
の
世
に
は
希
望
を
捨
て
去
る
こ
と

は
出
来
な
い
、
子
供
に
は
子
供
の
、
ね

が
い
が
あ
り
大
人
に
は
大
人
の
望
み
が

あ
り
、
い
か
に
し
て
そ
の
希
望
を
果
さ

ん
か
、
と
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
、
努
力
し

て
い
る
の
で
す
。

　
昼
と
夜
の
時
間
が
等
し
く
、
太
陽
が

東
西
の
軌
道
に
進
ん
で
、
自
然
の
気
候

も
春
と
な
る
二
十
四
気
の
第
四
に
当
る

と
ゆ
う
の
で
す
が
、
み
ん
な
待
ち
に
ま
・

つ
た
春
が
き
た
と
実
感
さ
れ
る
の
が
こ

の
こ
ろ
で
、
人
々
は
こ
の
と
き
を
、
心

身
の
修
養
週
間
と
し
た
の
で
し
た
。

　
実
に
す
ば
ら
し
い
考
え
方
で
し
た
。

　
彼
岸
の
持
つ
意
義
は
、
無
常
を
説
き

　
忍
耐
の
尊
さ
を
教
え
、
自
然
の
偉
大

さ
と
先
人
へ
の
感
謝
、
又
は
希
望
へ
の

努
力
、
さ
ら
に
は
自
分
を
見
つ
め
る
、

ふ
り
か
え
る
、
な
ど
の
…
幾
多
の
意
義
が

あ
る
の
で
す
が
、
い
ま
の
よ
う
な
忙
し

い
、
あ
わ
た
だ
し
い
、
常
に
何
か
に
追

わ
れ
て
る
よ
う
な
、
自
分
の
事
に
か
ま

け
て
い
て
は
と
り
の
こ
さ
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
不
安
盛
の
多
い
時
代
に
こ
そ
、

じ
っ
く
り
と
落
着
い
て
、
彼
岸
の
持
つ

意
義
を
か
み
し
め
る
ひ
と
と
き
が
ほ
し

い
も
の
で
す
夕

　
特
に
、
祖
先
の
お
墓
参
り
や
お
寺
参

り
の
機
会
に
、
法
話
を
聞
い
た
り
檀
信

徒
同
志
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達
に
は
、
も
っ
と

も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
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三
月
十
六
日
　
全
仏
主
催
で

　
ベ
ト
ナ
ム
犠
牲
者
追
悼
法
要

　
　
　
　
　
　
ヨ

　
骨
仏
で
は
、
三
月
十
六
日
午
後
二
時

か
ら
東
京
文
京
区
音
羽
の
大
本
山
護
国

寺
に
お
い
て
、
一
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
犠
牲

者
追
悼
法
要
」
を
開
催
し
、
過
去
二
年

に
亘
る
内
乱
に
よ
る
多
数
の
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
、
以
て
ベ
ト
ナ
ム
の
平
和

招
来
を
祈
念
す
る
。

　
当
日
は
護
国
寺
貫
主
岡
本
教
海
大
僧

正
大
導
師
の
も
と
、
山
内
式
衆
総
出
で

法
要
を
執
行
し
、
高
階
全
仏
会
長
の
法

話
が
あ
り
、
終
っ
て
毎
日
新
聞
外
信
部

長
大
森
王
氏
の
「
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
今

後
の
見
通
し
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を

き
く
。

露
仏
派
遣

印
度
仏
跡
巡
拝
・
各
国
訪
問
団
募
集

　
全
仏
派
遣
第
二
回
印
度
仏
跡
巡
拝
並
び
に
各
国
訪
問

日
本
仏
教
代
表
団
を
左
記
要
領
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

一、

冝
@
間

一
、
旅
　
程

、　　　、　　　、

善人費

格員用

一、

¥
　
込

第
一
班
、
十
一
月
六
日
（
土
）
出
発
、

十
二
月
三
日
（
金
）
帰
国
、
第
二
班
、

十
一
月
十
三
日
（
士
）
出
発
、
十
二
月

十
日
（
金
）
帰
国
の
夫
々
二
十
八
日
間

タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
印
度
、
ネ
パ
ー
ル
、

セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
、
香
港
、

台
湾
金
五
十
五
万
四
千
円

両
班
と
も
二
十
名
迄

加
盟
宗
派
、
首
鼠
、
団
体
の
推
せ
ん

す
る
方
で
僧
俗
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

野
仏
国
際
局
あ
て

電
話
幽
二
九
六
九
番

（
詳
細
は
国
際
局
へ
お
た
つ
ね
下
さ
い
）

主
　
催

全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会
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ハ
ワ
イ
花
ま
つ
り
日
程
き
ま
る

四
月
十
日
か
ら
ト
日
誌

　
既
報
の
通
り
、
全
仏
で
は
ハ
ワ
イ
・

ホ
ノ
ル
ル
に
お
い
て
、
同
仏
教
徒
連
盟

主
催
の
「
ハ
ワ
イ
花
ま
つ
り
大
会
」
へ

多
数
の
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
の
ほ
ど
日
程
が
左
の
と
お
り

決
定
し
た
。
な
お
参
加
資
格
は
僧
俗
男

女
を
問
わ
な
い
と
云
う
と
こ
ろ
が
ら
、

相
当
数
の
人
員
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
全
仏
で
は
各
宗
、
各
派
、
仏
教
会
、

団
体
か
ら
多
数
こ
れ
に
参
加
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。

　
　
日
　
　
程
　
　
表

　
四
月
十
日
（
土
）

　
　
　
東
京
発
午
後
十
時
、
日
航
機
六

　
　
　
　
十
便
。
日
付
変
更
線
通
過
。

　
　
　
ホ
ノ
ル
ル
着
午
前
九
時
十
五
分

　
　
　
　
少
憩
後
、
午
後
に
真
珠
湾
に

　
　
　
　
て
戦
没
者
慰
霊
祭
（
予
定
）

　
四
月
十
欄
日
（
日
）

　
　
　
午
前
中
、
ハ
ワ
イ
仏
教
徒
連
盟

　
　
　
主
催
の
「
ハ
ワ
イ
花
ま
つ
り
大

　
　
　
会
」
祝
典
に
参
列
。
午
後
オ
ア

　
　
　
フ
島
視
察
。
慰
霊
祭
の
予
定
。

　
四
月
十
二
日
（
月
）

　
　
　
ホ
ノ
ル
ル
発
午
前
十
一
時
四
十

　
　
　
　
五
分
、
ハ
ワ
イ
航
空
機
一
四

　
　
　
　
二
便
。

　
　
　
ヒ
ロ
着
午
後
十
二
時
四
十
七
分

　
　
　
到
着
後
は
自
由
行
動
。

四
月
十
三
日
（
火
）

　
　
　
ヒ
ロ
発
特
別
．
ハ
ス
に
て
コ
ナ
ヘ

　
　
　
　
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
口
、
ボ
ル
ケ

　
　
　
　
ノ
ハ
ウ
ス
、
カ
ラ
パ
ナ
海
岸

　
　
　
な
ど
を
視
察
。

四
月
十
四
日
（
水
）

　
　
コ
ナ
発
午
前
十
一
時
二
十
五
分

　
　
　
ハ
ワ
イ
航
空
機
三
五
七
便
。

　
　
マ
ウ
イ
着
午
前
十
一
時
五
十
七

　
　
　
分
。
マ
ウ
イ
島
視
察
。
現
地

　
　
　
仏
教
徒
と
懇
談
。

四
月
十
五
日
（
木
）

　
　
マ
ウ
イ
発
正
午
、
ア
ロ
ハ
航
空

　
　
　
機
七
九
一
便
。
午
前
中
マ
ウ

　
　
　
イ
島
ハ
レ
ア
カ
ラ
火
山
等
視

　
　
　
察
。

　
　
ヵ
ウ
ア
イ
着
午
後
一
時
三
十
三

　
　
　
分
。
し
だ
の
洞
窟
な
ど
視
察

四
月
十
六
日
（
金
）

　
　
午
前
中
ワ
イ
ア
メ
漢
谷
、
ス
パ

　
　
ウ
テ
イ
ソ
グ
ホ
ー
ソ
等
視
察
。

　
　
カ
ウ
ア
イ
発
午
後
五
時
十
分
、

　
　
　
ア
ロ
ハ
航
空
…
機
七
三
〇
便
。

　
　
ホ
ノ
ル
ル
着
午
後
五
時
五
十
分

四
月
十
七
日
（
土
）

　
　
ホ
ノ
ル
ル
で
自
由
行
動
。
夜
は

　
　
ハ
ワ
イ
仏
教
徒
連
盟
主
催
晩
さ

　
　
ん
会
に
出
席
。

四
月
十
八
日
（
日
）

　
　
午
前
中
、
仏
教
日
曜
学
校
、
寺

　
　
院
活
動
視
察
。

　
　
ホ
ノ
ル
ル
発
午
後
五
時
三
十
分

　
　
日
航
機
八
〇
一
便
。

四
月
十
九
日
（
月
）

　
　
東
京
着
午
後
九
時
二
十
分
。

1
旅
行
期
間

2
総
経
費

3
申
込
金

四
月
十
日
よ
り
十
九

日
ま
で
（
十
日
間
）

金
三
十
六
万
円

金
三
万
円
（
総
経
費

に
含
む
）
は
二
仏
へ

現
金
書
留
で
送
付
の

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
。

　
4
申
込
締
切
日
　
三
月
八
日

置
5
申
込
先
　
　
全
仏
国
際
局
（
東
京

　
　
　
　
　
　
　
都
中
央
区
築
地
三
ノ

　
　
　
　
　
　
　
一
本
願
寺
内
）
へ

　
長
野
県
仏
理
事
会

　
長
野
県
仏
教
会
で
は
昨
年
十
二
月
遅

全
日
本
仏
教
徒
会
議
（
八
月
二
十
八
日

（
土
）
二
十
九
日
（
日
）
の
両
日
、
長

野
大
会
の
引
受
け
が
正
式
に
決
定
し
て

以
来
、
役
員
幹
部
の
間
で
は
種
々
会
合

が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
程
ニ
ケ

月
ぶ
り
に
長
野
県
仏
理
事
会
が
二
月
十

八
日
一
時
か
ら
大
勧
進
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
、
出
席
者
は
、
県
仏
理
事
、
県

内
支
部
長
、
善
光
寺
事
務
局
、
全
仏
組

織
局
、
全
日
仏
婦
、
全
日
仏
青
、
県
仏

婦
、
県
七
言
、
の
三
十
名
。

　
会
議
は
松
本
宗
順
大
北
地
区
仏
教
会

長
の
司
会
で
開
会
の
辞
を
半
田
二
仏
会

・
長
、
黒
田
白
純
全
仏
組
織
局
長
、
若
麻

績
正
見
善
光
寺
事
務
局
長
、
船
口
暉
子

全
日
仏
婦
事
務
局
長
、
山
田
一
真
全
日

仏
繕
事
務
局
長
、
が
夫
々
挨
拶
を
の
べ

沼
田
亮
義
座
長
の
下
議
事
に
入
っ
た
。

　
大
会
参
加
者
は
、
会
場
の
許
容
量
が

決
っ
て
い
る
の
で
二
千
五
百
人
と
し
、

県
外
参
加
者
六
百
名
を
予
定
し
た
場
合

県
内
よ
り
千
九
百
名
の
参
集
を
求
め
る

事
に
な
る
が
、
宗
派
、
仏
婦
、
仏
青
、

寺
院
檀
信
徒
、
と
推
せ
ん
母
体
が
別
れ

て
も
、
挙
げ
て
全
仏
大
会
の
和
合
衆
と

し
て
小
異
を
捨
て
、
大
同
に
つ
く
、
の

精
神
を
強
調
し
、
和
や
か
な
う
ち
に
も

活
溌
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
な
お
本
年
の
部
会
編
成
の
予
定
は
来

年
と
同
様
、
五
部
会
と
な
る
見
込
で
あ

り
、
大
会
を
契
機
と
し
て
、
県
仏
自
体

の
組
織
も
一
段
と
強
化
さ
れ
よ
う
。

　
四
月
に
は
長
野
大
会
事
務
局
が
設
置

さ
れ
る
は
こ
び
で
あ
り
、
新
年
度
と

共
に
い
よ
い
よ
活
溌
に
実
動
を
開
始
す

る
。

組
織
専
門
委
員
会
で

岩
本
型
幅
師
副
委
員
長
に

　
新
年
第
一
回
の
組
織
専
門
委
員
会
が

さ
る
二
月
九
日
三
時
よ
り
日
比
谷
松
本

楼
に
於
い
て
開
催
さ
れ
栗
本
俊
道
委
員

長
が
議
長
に
つ
い
た
。

　
議
題
ω
の
昭
和
四
十
年
度
組
織
局
事

業
計
画
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、
阿
部
新

部
長
が
概
括
的
に
説
明
し
、
特
に
墓
地

問
題
に
つ
い
て
は
杉
本
良
智
副
委
員
長

よ
り
、
第
七
回
参
院
選
挙
に
つ
い
て
は

狩
野
護
麟
副
委
員
長
よ
り
、
農
地
問
題

に
つ
い
て
は
鈴
木
敏
範
副
委
員
長
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
亘
っ
て
現
況
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　
議
題
吻
の
組
織
専
門
委
員
委
嘱
に
つ

い
て
は
、
前
岩
本
昭
典
部
長
が
在
任
中

の
手
腕
を
買
わ
れ
、
組
織
専
門
副
委
員

長
に
全
員
一
致
で
推
挙
さ
れ
委
員
長
よ

り
の
依
頼
で
岩
本
委
員
も
承
諾
し
た
。

　
四
時
か
ら
新
旧
部
長
の
歓
迎
会
が
行

な
わ
れ
、
盛
況
裡
に
幕
を
閉
じ
た
が
、

特
に
各
委
員
の
建
設
的
な
発
言
が
多
く

1
急
変
す
る
社
会
情
勢
に
対
処
し
て
の

全
仏
の
委
員
会
制
度
や
委
員
の
任
期
等

に
つ
い
て
も
研
討
の
要
あ
り

2
長
野
に
於
け
る
全
仏
会
議
の
部
会
の

在
り
方
に
つ
い
て
、

3
参
院
選
に
関
し
て
の
方
策
強
化
等
、

そ
の
他
に
つ
い
て
も
緊
密
な
る
連
絡
を

と
っ
て
対
処
す
る
よ
う
栗
本
委
員
長
か

ら
要
望
あ
り
六
時
終
了
し
た
。

ー
ブ
ラ
ジ
ル
だ
よ
り
一

　
二
月
三
日
午
前
八
時
真
言
宗
醍
醐
派

修
験
道
米
国
暗
影
監
督
の
岸
田
英
山
大

僧
正
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
宗
教
界
視
察
の
た

め
、
パ
ソ
ア
メ
リ
カ
ン
…
機
で
ピ
ラ
コ
ワ

ボ
ス
空
港
へ
到
着
、
同
十
二
時
に
宿
舎

オ
ー
ト
ソ
パ
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
へ
入
っ
た

。
今
度
の
岸
田
大
僧
正
の
来
伯
は
非
公

式
で
あ
っ
た
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
統
領

は
特
に
宗
教
使
節
の
礼
を
も
っ
て
迎
え

る
よ
う
指
図
し
、
名
代
と
し
て
日
系
武

官
を
空
港
ま
で
派
遣
し
た
。
尚
当
日
は

真
言
宗
各
派
代
表
、
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教
徒

協
議
会
な
ど
僧
俗
数
百
名
を
越
え
る
盛

況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
発
）

セ
イ
ロ
ン
台
風
災
害
救
援
金
q
D

　
　
　
感
　
謝

一
、
金
六
千
円
也

一
、
金
五
千
円
獣

心
、
金
一
万
円
也

一
、
金
二
千
円
也

一、

煬
ﾜ
千
円
也

一
、
金
二
千
円
也

録千
葉
県
仏
教
高
殿

静
岡
県
仏
教
会
殿

金
閣
寺
殿

岡
部
純
一
郎
殿

法
華
宗
陣
門
流
宗

務
所
殿

真
言
宗
山
階
派
宗

務
所
殿

北
海
道
冷
害
救
援
金
感
謝
録
②

一
、
金
参
千
円
也
　
妙
心
寺
古
川
大
航

　
　
　
　
　
　
　
殿

一
、
金
一
万
五
千
円
也
　
相
国
寺
派
殿

一、

燻
Q
万
参
千
五
百
拾
参
円
也
　
妙

　
　
　
　
　
　
　
心
寺
殿

一、

燔
Z
千
円
也
　
千
葉
県
仏
教
会
殿

一
、
金
五
千
円
也
　
静
岡
県
仏
教
会
殿

一、

煦
齧
怏
~
也
　
黒
田
白
純
二

一、

煬
ﾜ
千
円
也
　
泉
涌
寺
殿

P，　　　一イ・羅一　　　「「可’　r　　　　F　冒　　コρ　　一＝》，　　鳳ゲ9駆、鳶　7　　　”，
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凸

1昭和40年度財団法人全日本仏教会

歳入歳出予算

1．負担金

　　　　　　歳　　　　入
1金　13，193，000円　　　　　　歳入予算高

　　　　　　歳　　　　出
1金　13，193，000円　　　　　歳出予算高

　　　　　歳入歳出差引残高なし

昭和40年度財団法人全日本仏教会歳入
歳出予算
　　　　　　歳　　　　入
　　　　　　　　　　　　　　　　　※単位円
款科 ｪ目ﾑ「テ轟轟購砦増磯
　　　　　　　　　　1　12，148，　000i　11，　910，00010　　238，0001

　　　　6．「二「」　届11　費　200，000　150，000050，000

　　　　7．雑諸費　33，00030，00003，000
13．旅費I　　　　i700，000，700，00q　　　一1

1鵬00嘔62蝋102珊

［石関西事

1務局費
12．総務局費

1・簸窒1

唱騰 iL2gqooo　t2gqoOOi

2．寄付金1

壌収黎i
4．基金果実1

5．雑収入1

6．繰越金

ー

ー
　
　
ユ

　
　
　
一

　
　
　
　
一

1．会議費

16・α…i6・α…1

　1，741，000　1，711，000030，0001

1741，000，741，000

11．理事会費81，000、81，000
2．評議員会費110，0001110，000

1500，0001470，000fO30，000

11・α…ゆ…1

　35，0QO！　35，0001

1400，000　950，0001△550，000

　　　　　1　　　　14，000110，000i
歳入計　i13，193，000113，475，000」△282，000

歳 出

　科

款「　項

嘆賞委暴…2・α…2・α…

、4．会議費350，0001350，0001

　　ヨ

＿一x
2．共通事1

項処弁費
［25α…122α…03α…

辮磯 12・α。・d2・α1・・。

礁讃
5．渉外費

　　　　150，0001 @150，000
＿1

目謹聴顛雑瀦増△測
　　　・職。⑩L頂：唖魎咽l
　　　l4，764，00014，714，000050，000

3．組織局費r

較一τi吏花局費

1．蒸議
ロ
　
　
　
　

姻
黙
過
溜
q
7
口

細一

ｲ
画
論員給

職
俸L

費件人L

1、。α。。。4。α。。。　一｝

1　2，　150，000　　1，250，000f△　　350，000・

1．組　　　織　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1，　050，　000・　　1，250，000「△　 200，　0001

　強化費11．組織強7ビ費「45可0001550，0001△■貢0，一撃

i2野譲教習16・α…i7・α・・側△10副

2．時局対：

　策　費
3．弘報費

1

［50。・000700・0001△200，000

1600，000」550，000050，000

1・難響馨i5・α…145α…05α…

2．宣伝報道費100，00α100，000

　　　　　BOO，000800，000

1年端
2．教化費

300，000「300，000

　　　　　
1500，0001500，00σ

1．講習会費115qQOO1150，000，
2．教化諸費」350，0001350，000

12エ諸　　一二11，034，000－」，堅ご』＿000

蠣釜塞翻器α副
　　　　1，　408，　000　　　1，250，　00010　　158，　000

一i

訓5個際局費

2事務費
1．緯繕45α。・。14・9…i

2．通信費1470，QOσ450，00α070，000
3．消i耗費1　85，0001　50，0001
匠｝�M齎－20，00α　20，0001

15．備品費i150，000、150，000i

二二ム
o
o
｝
ゆ109oα⑩607

際
費
－

　
動
国
運

oo糊精伽讃
仏
纏頭

1
。
－

　　　　　　　　　　　一」
＿1－重！o2＿＜）ooL＿≦）10乳．ooo　A＿150，　0qΩ1

6．雑　　費1

7．予備費1

i2隻灘箋！16α。・・116α…

3・鷺仏警3・α…｝45α…1△15q　OOO」
　　　　　　50，00α　　77，0001△27，000［

　　　　　1220，0001213，000（＝）　7，000

歳　　　出 計
δ

，i灘　　　　購出勲4
　　　　議船◆纏榊鉾
華年

Ilふ193・000［13・475・0001△282・000！

　　　　　　　　　　「
審碗経営の幼・舞・二面激賛なし・ζ鎌鍵

仏教子ども行事慰楽レ3一ド

仏教子ども行事音楽
全国青少年教化協議会　選定

全日本仏教会推薦

子ども花まつり（お花あげましょ捧げましょ）石井玲子・
花まつり行進曲（むかしもむかし三千年）井口　小夜子1
魂まつり（そらはすずかぜおほしさま）ひぼり児童合唱団1

少女盆おどり（かねがなるなる　野山に町に）須藤敬子1

仏の子ども（のびよのびよぐんぐんのびよ）井口小夜子
朝の歌（あさなあさなにみおしえあおぎ）ボーチエ・アンジェリカ

成道会の歌（ひがしのそらにおほしさま）沓間　京子
浬一会（みんなみんなないてます1ボーチェ・アソシェリヵ1

申込方法
このレコードご希望の方は全日本仏教会へ
お申込み下さい。折返し振替用紙（送料実
費記入）を送付いたします。振替用紙到着
後5日以内にレコードを発送いたします。
　■東京都中央区築地3～1（本願寺内）
　　　全　日　本　仏　教　会

取扱い 全日本仏教会

ξ
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総
務
局
．

－
、

財
団
基
金
の
拡
充
対
策

昭
和
四
十
年
度
も
継
続
し
て
行
な

う
。

組
織
局

1
、
第
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
（
長
野
大
会
）
の
開
催

　
　
　
昭
和
四
十
年
八
月
二
十
八
日
（

　
　
土
）
二
十
九
日
（
日
）
の
両
日
、

　
　
長
野
市
民
会
館
に
於
い
て
会
同
者

　
　
二
千
五
百
名
を
目
標
と
す
る
大
会

　
　
を
実
施
す
る
。

　
　
　
本
大
会
に
於
い
て
は
、
特
に
、

　
　
各
宗
団
の
檀
信
徒
組
織
化
を
計
る

　
　
べ
く
企
画
を
行
な
う
。

2
、
東
北
地
方
の
組
織
強
化
の
た
め
未

　
　
加
盟
耐
量
（
福
島
、
青
森
、
山
形
、
）

　
　
の
本
会
加
盟
勧
誘
運
動
を
推
進

　
　
し
、
加
盟
七
一
に
つ
い
て
も
組
織
…

　
　
強
化
方
策
を
本
会
よ
り
積
極
的
に

　
　
働
き
か
け
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
、
の

　
　
確
立
を
期
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

3
、
　
社
会
福
祉
関
係
者
の
全
国
的
組

　
　
織
化
を
図
る
た
め
、
重
工
団
の
担

　
　
当
者
の
会
同
等
を
通
じ
、
協
議
体

　
　
に
よ
り
連
絡
機
関
の
設
置
を
な
す

4
、
　
昭
和
三
十
九
年
実
施
の
加
盟
団

　
　
体
調
査
に
基
き
、
特
に
仏
教
系
学

　
　
校
の
実
体
を
把
握
し
、
組
織
問
題

　
　
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

5
、
　
墓
地
行
政
訴
訟
の
最
高
裁
に
於

　
　
け
る
法
廷
闘
争
を
継
続
す
る
。

6
、

7
、

　
第
七
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ

い
て
、
本
会
よ
り
の
推
薦
方
式
を

立
て
、
こ
れ
に
そ
う
て
の
選
挙
運

動
を
本
会
に
許
さ
れ
る
範
囲
に
於

い
て
行
な
う
。

　
急
変
す
る
状
勢
に
即
し
そ
の
処

置
を
施
す
た
め
に
準
備
を
な
す
。

特
に
、
権
益
擁
護
に
つ
い
て
は
問

題
惹
起
と
共
に
可
動
的
に
委
員
会

組
織
を
も
ち
解
決
策
を
こ
お
ず
る

文
化
局

－
、2

、
3
、

4
、

5
、

6
、

日
本
仏
教
文
化
会
議
員
増
員

　
千
名
目
標
に
そ
の
都
度

文
化
会
議
の
開
催

東
京
会
議

京
都
会
議

仙
台
会
議

金
沢
会
議

六
月
七
月
七
月
八
月
或
は
九
月

地
域
仏
教
会
と
の
研
修
会

　
常
例
と
し
て
月
一
回

講
習
会
開
催

　
仙
台
市
に
て
六
月
。
　
（
東
北
地

域
未
加
盟
県
仏
加
盟
目
標
と
し
て

組
織
局
と
連
絡
の
上
）

ω
　
仏
教
徒
憲
章

㈲
　
新
仏
教
徒
読
本

の
実
践
要
項

ω
㈲
の
昭
和
三
十
九
年
度
継
続
事

業
と
し
て
、
四
十
年
十
月
印
刷
製

本
完
了
の
予
定
。
　
（
専
門
委
員
中

よ
り
特
別
委
員
を
選
出
審
議
四
十

年
一
月
第
一
回
例
会
を
開
催
。
）

マ
ス
コ
ミ
審
議
機
関
の
設
置
、
十

　
月
完
成
、
摩
尼
清
之
師
を
主
査

7
、

8
、

9
、

と
し
て
。

現
代
思
想
問
題
の
指
導
理
念
の
制

定
十
月
完
成
。
松
本
徳
明
師
を
主

査
と
し
て
。

花
ま
つ
り
。
読
売
ラ
ン
ド
に
於
い

て
共
催
（
読
売
新
聞
社
と
）

そ
の
他

ω
　
小
笠
原
武
男
脚
色
、
映
画
「

　
釈
迦
」
の
協
力

㈲
　
現
代
仏
教
芸
術
院
の
応
援
賛

　
助
㊨
　
関
東
仏
教
学
生
音
楽
へ
の
賛

　
助

国
際
局

－
、

2
、

海
外
仏
教
使
節
接
待
に
関
す
る
事

項　
最
近
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
欧

米
各
地
か
ら
仏
教
研
究
ま
た
は
親

善
の
目
的
を
も
っ
て
来
日
す
る
仏

教
徒
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
が
受
入
れ
接
待
を
出

来
得
る
範
囲
に
お
い
て
行
な
わ
ん

と
す
る
。

世
界
仏
教
徒
文
化
交
流
に
関
す
る

事
項

（ロ）（イ）の⇔㈲㈲

招
請
に
基
く
代
表
団
の
派
遣

ヤ
ン
グ
・
イ
ー
ス
ト
誌
の
海

外
発
送
（
年
四
季
）

在
日
仏
教
留
学
生
の
調
査
と

結
集
を
は
か
る
。

在
日
大
公
使
館
並
び
に
在
外

日
本
大
公
使
館
と
の
連
絡
。

中
国
に
於
け
る
各
宗
祖
師
顕

彰
に
関
す
る
事
業
の
協
力

全
仏
婦
連
日
米
交
換
会
議
へ

の
協
力

海
外
各
宗
開
教
本
部
と
の
連

絡
お
よ
び
調
査
。

沖
縄
仏
教
連
合
会
と
の
提
携

3
、

ω
　
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
花
ま
つ
り

　
　
に
代
表
団
派
遣
。

国
際
仏
教
運
動
に
関
す
る
事
項
。

ω
　
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
へ
の

　
　
ニ
ュ
ー
ス
提
供
お
よ
び
分
担

　
　
金
。
　
　
　
　
　
、

＠のq9

日
本
セ
イ
ロ
ン
協
会
等
へ
の

協
力
提
携
。

英
文
ニ
ュ
ー
ス
発
行
の
予
定

仏
教
徒
文
化
交
流
事
業
へ
の

積
極
的
協
力
。

在
外
宗
教
施
設
返
還
運
動

（
継
続
）

日
本
仏
教
代
表
団
を
各
地
へ

派
遣
し
、
仏
教
に
よ
る
友
好

親
善
と
世
界
平
和
実
現
に
努

力
す
る
。

名
実
共
に
世
界
仏
教
徒
連
盟

と
な
る
た
め
の
調
整
に
努
力

を
す
る
。

4
、
日
本
仏
教
徒
の
海
外
渡
航
に
関
す

　
　
る
事
項
。

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
各
国
を
は
じ
め
諸

　
　
外
国
へ
の
渡
航
に
つ
い
て
は
、
真

　
　
に
日
本
仏
教
の
代
表
権
を
も
つ
者

　
　
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
の
在
外
公

　
　
館
長
会
議
お
よ
び
現
地
大
使
館
等

　
　
よ
り
申
し
入
れ
を
受
く
、
本
会
は

　
　
今
後
こ
の
線
に
よ
っ
て
十
分
な
る

　
　
調
整
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
南
ベ
ト
ナ
ム
の
情
勢
を
き
く

　
大
谷
よ
し
雄
氏
歓
迎
報
告
会

　
先
般
自
民
党
か
ら
南
ベ
ト
ナ
ム
情
勢

視
察
を
命
ぜ
ら
れ
て
去
る
一
月
三
十
一

日
空
路
サ
イ
ゴ
ン
へ
向
つ
た
参
議
院
議

員
、
全
学
参
与
、
大
谷
督
雄
氏
ら
一
行

は
、
二
月
十
三
日
帰
国
し
た
が
、
全
仏

で
は
同
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
大
谷
氏

を
迎
え
て
築
地
本
願
寺
に
お
い
て
報
告

会
を
開
催
し
た
。

　
大
谷
氏
は
、
サ
イ
ゴ
ン
の
南
ベ
ト
ナ

ム
仏
教
統
一
教
会
に
お
い
て
代
表
の
テ

イ
ッ
ク
・
タ
ム
・
チ
ャ
ウ
師
に
会
見
し

た
が
同
師
は
ク
ー
デ
タ
ー
成
功
で
一
応

平
静
を
保
っ
て
い
る
が
、
今
な
お
政
府

の
中
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
カ
ン
ラ
オ
党

（
勤
労
党
）
と
云
う
ゴ
前
内
閣
当
時
の

秘
密
警
察
が
い
て
、
仏
教
徒
の
活
動
を

禁
止
す
る
傾
向
が
強
く
、
我
々
を
共
産

主
義
者
呼
ぽ
わ
り
し
て
い
る
の
は
全
た

く
心
外
で
あ
る
。
私
は
北
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
逃
げ
て
来
た
位
だ
か
ら
コ
ミ
ニ
ズ
ム

の
恐
ろ
し
さ
は
身
に
し
み
る
程
三
つ
で

い
る
と
云
っ
て
い
た
。
対
米
感
情
は
テ

ー
ラ
ー
大
使
個
人
に
対
し
て
悪
い
よ
う

だ
。
つ
ま
り
国
民
一
般
に
対
す
る
愛
情

あ
る
理
解
の
不
足
と
云
う
こ
と
の
よ
う

で
あ
る
。
一
般
国
民
は
長
年
の
政
府
要

人
の
権
力
闘
争
や
汚
職
、
そ
れ
に
海
外

留
学
の
面
で
も
仏
教
徒
に
門
戸
を
開
い

て
い
な
い
と
云
っ
た
こ
と
で
不
平
不
満

が
絶
え
な
い
よ
う
で
、
私
も
チ
ャ
ン
・

バ
ソ
・
フ
ナ
ソ
首
相
に
会
見
の
際
に
、

全
国
民
の
八
割
以
上
を
仏
教
徒
に
も
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な

や
り
方
で
は
い
け
な
い
。
彼
等
に
深
い

愛
情
と
理
解
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と

進
言
し
て
来
た
。
な
お
サ
イ
ゴ
ン
大
司

教
と
も
会
っ
た
が
、
彼
は
各
宗
教
を
夫

々
尊
重
し
て
い
る
。
決
し
て
仏
教
を
下

げ
す
ん
だ
り
軽
蔑
し
た
り
、
し
て
は
い

な
い
。
私
達
は
政
治
に
干
渉
し
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
政
府
か
ら
軍

民
委
員
会
の
一
員
に
加
入
さ
れ
た
い
と

の
要
求
を
拒
否
し
て
い
る
位
で
あ
る
と

語
り
、
非
常
に
友
好
的
な
雰
囲
気
の
中

に
二
時
間
に
亘
る
会
談
を
終
え
た
次
第

で
あ
る
。

　
私
は
今
後
政
局
さ
え
安
定
し
て
行
け

ば
宗
教
差
別
と
云
っ
た
混
乱
は
起
ら
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
佐
藤
総
理

も
日
本
と
同
じ
く
大
乗
仏
教
を
信
奉

し
て
い
る
南
ベ
ト
ナ
ム
の
た
め
、
政
府

も
出
来
る
だ
け
の
援
助
は
し
た
い
と
述

べ
て
お
る
よ
う
な
次
第
で
、
現
地
の
仏

教
徒
代
表
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
日
本

仏
教
徒
代
表
も
激
励
と
友
好
増
進
の
た

め
サ
イ
ゴ
ン
へ
赴
い
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
と
語
っ
た
。

　
当
日
は
小
野
清
一
郎
全
仏
顧
問
、
金

剛
秀
一
常
務
理
事
、
岡
野
正
道
夫
妻
ら

三
十
名
が
参
集
し
た
。


